
=中村英子メ‐ル=
富吉地区のみな様には、いつも私の活動を

支えていただきありがとうございます。

今回、一軒一軒、お一人おひとりのお顔を拝見し

ながら、日常生活の中で、一人暮らしになったり、

思わぬ病気になったりして、誰でも抱えてしまいそ

うな不安や不便、お困り事があることを直接知る機会となりました。

それらの悩みを少しでも軽くしていくのが、議員としての私の仕事で

す。経験は長いものの、すぐには解決できない問題もあるかと思いますが、

誠意をもって対応し、お役に立てるよう様々な方法を模索してみます。

また地域全体の課題には、みな様のご意見をお聞きし、

意見交換 しながら取組んでいきたいと思っていますので、

どうぞよろしくお願いします。

富吉地区のみな様に愛され、信頼される議員として活動

できれば幸いです。
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町政に対するご意見、ご要望がありましたらお聞かせ下さい。

メール、 ファッ

nakanakaeiko(ogma‖ 。com

クス、郵便などでお願いします。

Fax 96-1056 〒497-0058 富吉 4-93-3-109

お名前 (住所)
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創るため、人と人とをつなぐ地域活動をしていきます。

その拠点として「地域福祉ステーション」を設置します。
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現相 4る の議員がヽヽます。

その多くが地元出身で女ll■ は私が 1人

です。地元出身が多いことは当然で、恙

いことではありませんが、活発な議論よ

り人間関係が優先され、町長とのお友逹

議会になっているように思えてなりません。

又、自営業で兼載している議員が多数

で、 彼らの考え方は似ていてワン・セ

グみたい。多様な意見が反映されにくい

状況です。

そんな十にあって厳 しく税金の遣い方

をチェックし、足々非々を貫きます。

さらに女ll■や着着、社会的弱者の日線

で、こらからも全力を尽くしてまいりま

す。

さら :こ 地域に 1貢献 して まい り|ま す
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★議会‐での私の役割リー★
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